
 
 
 

       
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○地域の子育て支援の主役は『あなた』です。  不安や悩みを抱えている親は、あなたの声かけ･働きかけを待っています。あいさつを交わし合うことからはじめませんか？ 

 
○地域の教育力を支えるのは『あなた』です。  地域の夏祭りや体育祭など親･子ども･各家庭が参加できる魅力ある地域活動を進めましょう。あなたが隣近所に声をかけ合うことで、 

“地域”意識が高まります。 
 

○地域の安全を守るのは『あなた』です。     親も家庭も学校も地域も、子ども一人一人が元気に育ってほしいと願っています。自治会やＰＴＡなどの地域の活動が、子どもの命を守ります。 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

子どもの育ち・支えあう元気な入間 ～あなたも私もみんなが主役の子育て～ 

０歳 

乳幼児期 

６歳 

18 歳

学童期 

思春期 

支援 支援 支援 

支援 支援 

 

○子どもの人権尊重を進

めます。 
○子育ての「場」づくり、活用

を支援します。 
○子育ての情報、相談の充実を

図ります。 
○子育て支援の啓発活動を進めま

す。 

○子どもを一人の人間として尊重しましょう。 
 子どもは、一人一人ちがいます。一人一人のすばら

しさを見つけ、育んでいきましょう。 
○子育てを分かち合える「場」や「機会」に気

軽に参加しましょう。 
公民館や健康福祉センターの講座やサークルで子育

ての悩みや不安、成長の喜びなどをみんなで分かち

合いましょう。 
○子育ては、女性も男性も一緒に行いましょう。 
子育てに不安はつきものです。子育てに、お互いが

身近なパートナーとして協力しましょう。 
○子育て情報を活用しましょう。 
 子どもの遊び場、緊急時の対応など子育てに欲しい

情報を利用しましょう。 

○あいさつを家庭からスタートしましょう。 
 あいさつは、相手の存在を認めることです。あいさつは、親子コミュ

ニケーションの第一歩です。 
○生活リズムを整え、子どもが充実した満足感のある活動がで

きるようにしましょう。 
 「早寝」「早起き」「朝ごはん」から始めてみましょう。 
○子育ては永遠の親のテーマです。悩みはつきものです。共通

の話題となる場に出かけましょう。 
 家庭教育学級などの学習の場や地域活動に参加しましょう。 

○親と親、親と子のコミュニケーション力を養いましょう。 
子どもは誰も体の成長や進路など不安や悩みを持っています。毎日の生活の中で、

親と親、親と子が声をかけ合う習慣をつくりましょう。 
○地域とのコミュニケーションの場に参加しましょう。 
親自身が地域交流していくことで、自然と子どもも地域の一員としての意識を育

むことができます。積極的な地域への親の活動が、子どもの社会性を育みます。 

○子どもは子どもの中で育ちます。 
学校以外どこで遊んでいますか？子ども会活動や通学合宿に参加

しましょう。新しい友だち、学年の違う友だちが増え、遊びの楽し

さや集団のルールを知ることができます。 
○地域の文化・スポーツ活動や郷土活動に参加しましょう。 
地域の文化・スポーツ活動や伝統行事に参加すると、地域の人たち

と交流が深まり、新しい発見ができます。自分の住んでいる地域へ

の愛着が増すでしょう。 

○子どもは自分自身を育てます。 
休日を、自分自身の趣味や特技を発見したり伸ばしたりする機会にしまし

ょう。部活動など何かに打ち込むことも大切です。 
○体験は最高の宝です。 
自然体験や社会体験に参加しましょう。異年齢、異世代の人たちとの交流や

体験活動は、生き方を学んだり自分を見つめ直したりするきっかけになりま

す。 
○ 自分の生命

い の ち

や身体を大切にしましょう。 
・生命は尊いものです。いじめや自殺は許されないことです。生命はリセット

できません。かけがえのない存在として未来ある生命を大切にしましょう。 
・携帯電話やインターネットなど情報機器や、インスタント食品・ファースト

フード等には、安全という保障が大切です。 
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孤育てに陥らない乳幼児期の支援策 異年齢交流の中で進める学童期の支援策 
思春期における未来の親づくり支援策 

12 歳 



 

 

●市役所児童福祉課(本庁舎Ｃ棟１階） ２９６４－１１１１ 

  児童相談、保育に関する相談、窓口相談、電話相談 

【月～金】（祝日除く）１０：００～１２：００、 １３：００～１５：００ 

児童相談  相談員２名常駐。面談による相談（相談室あり）か電話相談 

 

●入間市教育研究所(産業文化センター内） ２９６４－８３５５ 

いじめ、しつけ、不登校、学校、勉強、友達、性格の悩みごとなど子どもについての教育相談 

 ２９６４－７８３０（直通）  【月～金】 ９：００～１７：００ 

 

●入間市健康福祉センター親子支援課(上藤沢730-1) ２９６６－５５１２ 

乳幼児相談、乳幼児健診、赤ちゃんサロン、遊びの広場、９ヶ月ひよこクラス、２歳・３歳６ヶ月歯っぴ 

ールーム、電話・窓口相談（育児、歯科、母乳、離乳食、こころの相談） 

【月～土】（祝日除く） ８：３０～１７：００ 

 

●県等の相談関係窓口 

・県所沢児童相談所(所沢市並木1-9-2）  ０４-２９９２-４１５２   

 【月～金】 ８：３０～１８：１５ 

・よい子の電話教育相談（子ども専用フリーダイアル） ０１２０-８６-３１９２ 

             （保護者専用）        ０４８-８７４-２５２５  

いじめ・不登校などの相談  

・乳幼児の子育て電話相談 ０４８-８７４-３３２１ 

乳幼児の子育て相談  

・ホワイトテレホンコーナー ０４８-８２２-４９７０ 

薬物乱用の相談 

 

 

 

 

 

 

 

～あなたも私もみんなが主役の子育て～ 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

平成１９年４月 

入 間 市 教 育 委 員 会 
 

連絡相談窓口案内 

福祉 

教育 

保健 

県 

このリーフレットは入

間市社会教育委員会議

の答申「子育ての社会化

を目指す家庭教育支援

の方策について」を受け

て作成したものです。 

子どもの発達段階に応じた地域社会の取組 


